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(57)【要約】
【課題】接着剤を用いることなく、外装ケースの収納室
内に確実に装飾部材を固定可能な鏡餅飾りを提供する。
【解決手段】餅を複数段重ねた鏡餅を模した外形からな
り、側部において外側に突出して形成された湾曲形状の
湾曲突出部４５が上下方向に複数段設けられ、底部３１
に形成された開口から内部に餅４を収納可能な容器本体
３と、容器本体３上に載置されるクッション体５と、ク
ッション体５上に載置される装飾部材７と、容器本体３
における最上段の湾曲突出部４５に上側から着脱可能に
装着され、装着時において装飾部材７が収納される収納
室８５を有する外装ケース８とを備え、クッション体５
の弾性復元力により装飾部材７が収納室８５の内壁面８
５ａに押圧された状態で保持されるように構成されてい
ることを特徴とする。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　餅を複数段重ねた鏡餅を模した外形からなり、側部において外側に突出して形成された
湾曲形状の湾曲突出部が上下方向に複数段設けられ、底部に形成された開口から内部に餅
を収納可能な容器本体と、
　上記容器本体上に載置されるクッション体と、
　上記クッション体上に載置される装飾部材と、
　上記容器本体における最上段の湾曲突出部に上側から着脱可能に装着され、装着時にお
いて上記装飾部材が収納される収納室を有する外装ケースとを備え、
　上記クッション体の弾性復元力により上記装飾部材が上記収納室の内壁面に押圧された
状態で保持されるように構成されていること
　を特徴とする鏡餅飾り。
【請求項２】
　上記容器本体又は上記外装ケースの側部の外周に巻き回された飾り紐を更に備え、
　上記装飾部材と上記飾り紐とが互いに対応した向きとされるよう調整されていること
　を特徴とする請求項１に記載の鏡餅飾り。
【請求項３】
　上記クッション体は、平面視において略正方形状に形成されていること
　を特徴とする請求項１又は２に記載の鏡餅飾り。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、慶弔、神事等の際に使用される鏡餅を模した形状からなる鏡餅型の容器を用
いた鏡餅飾りに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、慶弔、神事等にお供えとして用いられる鏡餅は、外気に直接さらされた状態
で保存等されていたため、乾燥により餅にひび割れが生じたり、カビが発生したりとの問
題が生じていた。これらの問題を解決するため、鏡餅に模した外形からなる合成樹脂製の
容器本体内に、つきたての餅や袋詰めの丸餅、角餅等を収容した鏡餅飾りが提案されてお
り、これが広く用いられている。
【０００３】
　近年においては、この鏡餅型の容器本体が単に鏡餅の形状を模したのみの外観であるこ
とから、需要者の購買意欲の向上、他社製品との差別化等を目的として、鏡餅型の容器本
体に様々な装飾を施す試みがなされている。この例として、特許文献１～３においては、
鏡餅型の容器本体の上部に橙、七福神、干支等を模した形状の装飾部材を載置させたうえ
で、容器本体の上段部に上側から透明な合成樹脂製の外装ケースを着脱可能に装着させ、
外装ケースに設けられた収納室内に装飾部材を収納させた鏡餅飾りが開示されている。
【０００４】
　図６は、特許文献１～３に記載の鏡餅飾り１００の構成を示す斜視図であり、図７は、
その鏡餅飾り１００の横断面図である。鏡餅飾り１００は、餅を複数段重ねた鏡餅を模し
た外形からなり、その底部に形成された開口から内部に餅１０４を収納可能な容器本体１
０３と、容器本体１０３上に載置される装飾部材１０７と、容器本体１０３に上側から着
脱可能に装着され、装着時において装飾部材１０７が収納される収納室１０８ａを有する
外装ケース１０８とを備えている。また、外装ケース１０８には、その外周に飾り紐１０
９が巻き回されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３４１９５９号公報
【特許文献２】特開２００６－５５２号公報
【特許文献３】実用新案登録第３１３０１２５号公報
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【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、特許文献１～３で開示されている鏡餅飾り１００においては、外装ケース１
０８の収納室１０８ａ内に収納される装飾部材１０７が容器本体１０３上に載置されてい
るのみであるため、鏡餅飾り１００を運搬等する際において、外装ケース１０８の収納室
１０８ａ内で装飾部材１０７が動いたり、回転したりするおそれがある。このように装飾
部材１０７が動いたり回転してしまうと、外装ケース１０８の内面に装飾部材１０７が複
数回接触する等して装飾部材１０７の表面の塗装が落ちたり、装飾部材１０７が損傷する
恐れがある。更に、装飾部材１０７が回転してしまい、飾り紐１０９の結び目１０９ａの
向きと装飾部材１０７の向きとが異なる方向に向いていると、鏡餅飾り１００の販売時に
おいて見栄えが悪化するため、外装ケース１０８を容器本体１０３から取り外して装飾部
材１０７の向きを販売員が手調整によって直す必要が生じており、販売員の労力負担が増
大することとなっていた。
【０００７】
　このため、これを解決するために、装飾部材１０７を容器本体１０３に対して接着剤に
よって接着するという手段も講じられている。しかしながら、このような手段をとった場
合は、鏡餅飾り１００の製造工程において工程数が増大することとなり、製造コスト及び
製造時間の増大を招くこととなっていた。また、このように接着剤を用いる手段では、容
器本体１０３内に充填された餅１０４を容器本体１０３を切断することによって取り出す
場合に、容器本体１０３表面に付着した接着剤が餅に対して付着する恐れがあり、食品衛
生上好ましいものとはいえなかった。
【０００８】
　そこで、本考案は、上述した問題点に鑑みて案出されたものであり、その目的とすると
ころは、鏡餅型の容器本体上に装飾部材を載置させ、容器本体に上側から外装ケースを着
脱可能に装着させ、外装ケースに設けられた収納室内に装飾部材を収納させた構成の鏡餅
飾りにおいて、接着剤を用いることなく、外装ケースの収納室内に確実に装飾部材を固定
可能な鏡餅飾りを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本考案者は、上述した課題を解決するために、鋭意検討の末、下記の鏡餅飾りを考案し
た。
【００１０】
　本願請求項１に係る鏡餅飾りは、餅を複数段重ねた鏡餅を模した外形からなり、側部に
おいて外側に突出して形成された湾曲形状の湾曲突出部が上下方向に複数段設けられ、底
部に形成された開口から内部に餅を収納可能な容器本体と、上記容器本体上に載置される
クッション体と、上記クッション体上に載置される装飾部材と、上記容器本体における最
上段の湾曲突出部に上側から着脱可能に装着され、装着時において上記装飾部材が収納さ
れる収納室を有する外装ケースとを備え、上記クッション体の弾性復元力により上記装飾
部材が上記収納室の内壁面に押圧された状態で保持されるように構成されていることを特
徴とする。
【００１１】
　本願請求項２に係る鏡餅飾りは、本願請求項１に係る考案において、上記容器本体又は
上記外装ケースの側部の外周に巻き回された飾り紐を更に備え、上記装飾部材と上記飾り
紐とが互いに対応した向きとされるよう調整されていることを特徴とする。
【００１２】
　本願請求項３に係る鏡餅飾りは、本願請求項１又は２に係る考案において、上記クッシ
ョン体は、平面視において略正方形状に形成されていることを特徴とする。
【考案の効果】
【００１３】
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　本願請求項１に係る鏡餅飾りは、容器本体３上に配置される装飾部材７が、クッション
体５からの弾性復元力によって外装ケース８における収納室８５の内壁面８５ａに押圧さ
れた状態で保持されるように構成されているため、外装ケース８の収納室８５内で装飾部
材７が動いたり、回転したりすることを防ぐことが可能となり、装飾部材７の損傷を防ぐ
ことが可能となる。また、装飾部材７の回転を防止することが可能となったことにより、
鏡餅飾り１の販売時における販売員の労力負担の軽減を図ることが可能となる。また、外
装ケース８の収納室８５内にクッション体５を配置する場合において、接着工程が不要の
ため、製造コストや製造時間の低減を図ることが可能となる。また、容器本体３の上面の
形状や装飾部材７の下部の形状に応じてクッション体５が変形することになり、容器本体
３の頂部３３や装飾部材７の下部の形状に依ることなく、容器本体３上において装飾部材
７を安定して支持させた状態で、収納室８５の内壁面８５ａに装飾部材７を押圧させて保
持することが可能となっている。また、外装ケース８の収納室８５の大きさに対して装飾
部材７の大きさが小さい場合でも、安価なクッション体５の厚みを替えるのみで対応でき
る。
【００１４】
　本願請求項３に係る鏡餅飾りは、装飾部材７が座布団の上に載っているような視覚効果
が得られ、装飾性に優れたものとなっている。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本考案を実施するための最良の形態として、慶弔、神事等の際に使用される鏡餅
を模した形状からなる鏡餅型の容器本体を用いた鏡餅飾りについて、図面を参照しながら
詳細に説明する。
【００１６】
　図１は、本考案を適用した鏡餅飾り１の斜視図である。図２は、鏡餅飾り１の分解斜視
図である。図３は、鏡餅飾り１の横断面図である。図４（ａ）は、鏡餅飾り１の一部を構
成する外装ケース８の横断面図であり、図４（ｂ）は、鏡餅飾り１の一部を構成する容器
本体３の横断面図である。
【００１７】
　本実施の形態における鏡餅飾り１は、容器本体３と、クッション体５と、装飾部材７と
、外装ケース８と、飾り紐９とを備えている。
【００１８】
　容器本体３は、図２や図４（ｂ）に示すように、餅を複数段重ねた鏡餅を模した外形か
らなるものであり、中空に形成されている。容器本体３は、合成樹脂から構成されている
。本実施の形態における容器本体３は、下側の餅の上に下側の餅より小さい寸法の餅を重
ねた二段重ねの鏡餅を模した外形とされているが、模される鏡餅の段数は三段以上であっ
てもよい。
【００１９】
　容器本体３は、図３に示すように、その底部３１において開口が形成され、その頂部３
３において閉塞された有底の筒状に形成され、底部３１の開口から容器本体３内に餅４を
収納可能となるように構成されている。容器本体３内に収納される餅４としては、本実施
の形態のように、つきたての餅を充填した後に、これをそのまま硬化させた餅の他に、丸
餅や角餅等を袋詰めした餅が挙げられる。
【００２０】
　容器本体３は、図３に示すように、その底部３１から容器本体３の外側に張り出して形
成されるつば部３５を有している。容器本体３は、容器本体３内に硬化させた餅や袋詰め
の餅を収納した後、つば部３５の底面に蓋シール４１が貼り合わせられて、容器本体３の
開口３３が閉塞される。
【００２１】
　本実施の形態における容器本体３は、図４（ｂ）に示すように、側部において容器本体
３の外側に突出して形成された湾曲形状の湾曲突出部４５が、上下方向に複数段に亘って
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設けられている。また、容器本体３は、複数段の湾曲突出部４５の間にくびれた形状のく
びれ部３７が形成されている。
【００２２】
　クッション体５は、図１、図３に示すように、容器本体３の頂部３３上に載置されてい
る。クッション体５は、シート状に形成されており、平面視において略正方形状をなし、
座布団に模した形状とされている。クッション体５は、本実施の形態において、不織布か
ら構成されており、これにより容易に弾性変形可能とされている。
【００２３】
　装飾部材７は、図１、図３に示すように、クッション体５上に載置されている。本実施
の形態における装飾部材７は、縁起物である干支の一つの牛を模した外形に形成されてい
る。装飾部材７は、例えば、縁起物として鏡餅と合わせて使用されるものを模して形成さ
れるものであり、その具体例としては、例えば、牛を含めた子、虎等の他の干支、招き猫
のような動物、七福神のような人物及び橙のような植物、この他に獅子頭、宝船等の縁起
物を模したものが挙げられる。装飾部材７は、例えば、合成樹脂からなり、中空ブロー成
形によって形成されるが、その材質、成形方法については、上記の形状のものが得られれ
ば特に限定しない。
【００２４】
　外装ケース８は、図３に示すように、容器本体３における最上段の湾曲突出部４５に上
側から着脱可能に装着されるものであり、装着時において容器本体３の湾曲突出部４５の
外周や容器本体３の頂部３３を覆うような状態となる。外装ケース８は、図４（ａ）に示
すように、容器本体３における最上段の湾曲突出部４５の外周面に応じた形状に形成され
た内周面８３ａを有するケース下部８３と、容器本体３への装着時において装飾部材７が
収納される収納室８５を有するケース上部８１とが合成樹脂により一体的に形成されてい
る。
【００２５】
　外装ケース８は、図４に示すように、そのケース下部８３の下側において、容器本体３
の最上段の湾曲突出部４５の下側に設けられているくびれ部３７に応じた形状からなるく
びれ部８７が形成されている。この外装ケース８のくびれ部８７の内径Ｌ１は、容器本体
３の最上段における湾曲突出部４５の外径Ｌ２よりも若干小さくなるようにされている。
これにより、外装ケース８は、容器本体３への装着時や取り外し時において、そのケース
下部８３のくびれ部８７が容器本体３の湾曲突出部４５によって押し広げられながら、容
器本体３に対して上下動することになり、容器本体３に対してある程度の抵抗をもった状
態で着脱可能とされている。また、外装ケース８の容器本体３への装着後において、外装
ケース８は、容器本体３の最上段の湾曲突出部４５の外面に対して下側から、そのくびれ
部８７内面が引っ掛かることになり、外装ケース８のケース上部８１のみを持って持ち上
げたとしても、外装ケース８が容器本体３から容易に取り外されない状態となる。
【００２６】
　なお、外装ケース８を容器本体３に着脱可能に装着するための構成は、これに限定する
ものではなく、例えば、外装ケース８のケース下部８３に上述のようなくびれ部８７を設
ける代わりに、ケース下部８３の内面に内側に突出する複数の突起を設け、容器本体３の
最上段の湾曲突出部４５に下側にこの突起が位置するよう構成してもよい。
【００２７】
　図５は、外装ケース８の収納室８５内に配置される装飾部材７の状態を示す拡大横断面
図である。外装ケース８は、その収納室８５の上側の内壁面８５ａによって装飾部材７を
上側から下側に向けて軽く押圧するようにして容器本体３へ装着される。これにより、ク
ッション体５は、図５に示すように、その下面が容器本体３の頂部３３上面の形状に応じ
て変形するとともに、その上面が装飾部材７の下部の形状に応じて変形することになる。
容器本体３への装着後においては、外装ケース８に対して装飾部材７を介してクッション
体５から図５に示す方向Ａのような上向きの弾性復元力が作用するが、外装ケース８は、
容器本体３における最上段の湾曲突出部４５外面にそのくびれ部８７内面が引っ掛かるこ
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とにより、容器本体３に装着された状態が保持されることになる。これにより、鏡餅飾り
１は、クッション体５からの弾性復元力により装飾部材７が収納室８５の内壁面８５ａに
押圧された状態で保持されることになる。
【００２８】
　飾り紐９は、容器本体３や外装ケース８の側部の外周に巻き回されて取り付けられるも
のであり、結び目９１を有する水引き等から構成される。飾り紐９は、伸縮性を有する合
成ゴム等から構成されるものであり、外装ケース８等の側部の外周に巻き回された後に縮
むことにより、外装ケース８を締め付けるように力が作用して、外装ケース８等から容易
に取り外れない程度に固定される。
【００２９】
　飾り紐９は、鏡餅飾り１の製造時や販売時等において、外装ケース８の収納室８５内に
配置される装飾部材５の向きと予め対応した向きとなるように調整されている。本実施の
形態においては、牛を模した装飾部材７の前面の向きと外装ケース８等に対する飾り紐９
の結び目９１の向きとが略同一方向となるよう調整されている。これにより、鏡餅飾り１
の販売時における見栄えが良好なものとなる。
【００３０】
　このような構成からなる本考案の作用効果について説明する。
【００３１】
　本考案を適用した鏡餅飾り１においては、容器本体３上に配置される装飾部材７が、ク
ッション体５からの弾性復元力によって外装ケース８における収納室８５の内壁面８５ａ
に押圧された状態で保持されるよう構成されているため、装飾部材７を上下から挟み付け
るように力が作用することになり、装飾部材７を収納室８５内に確実に固定することが可
能となる。このため、外装ケース８の収納室８５内で装飾部材７が動いたり、回転したり
することを防ぐことが可能となり、装飾部材７の損傷を防ぐことが可能となる。また、装
飾部材７の回転を防止することが可能となったことにより、鏡餅飾り１の販売時において
、外装ケース８を容器本体３から取り外して飾り紐９との向きを併せるように装飾部材７
の向きを販売員が調整して直す必要が生じなくなるため、鏡餅飾り１の販売時における販
売員の労力負担の軽減を図ることが可能となる。
【００３２】
　また、本考案においては、装飾部材７の収納室８５内での回転を防ぐという効果を、安
価な不織布のようなクッション体５を収納室８５内に配置するのみという簡単な構成によ
って実現することができる。特に、収納室８５内にクッション体５を配置する場合におい
ては、接着工程が不要のため、製造コストや製造時間の低減を図ることができるうえ、接
着剤を使用しないことによって容器本体３内の餅４に接着剤が付着することがなくなり、
食品衛生上優れたものとなる。
【００３３】
　また、容器本体３の頂部３３表面が湾曲していたり、容器本体３の頂部３３に対して装
飾部材７の下部が接触可能な面積が少ない形状とされている場合、容器本体３と装飾部材
７との間にクッション体５を配置しない構成とすると、容器本体３と装飾部材７とがほぼ
点接触しているのみの状態となり、装飾部材７が外装ケース８の収納室８５内で容易にず
れ動いてしまう可能性がある。この場合でも、本考案においては、容器本体３と装飾部材
７との間に弾性変形可能なクッション体５が挟まれていることから、容器本体３の頂部３
３や装飾部材７の下部の形状に応じてクッション体５が変形することになり、容器本体３
の頂部３３上において装飾部材７を安定して支持させた状態で、収納室８５の内壁面８５
ａに装飾部材７を押圧させて保持することが可能となり、外装ケース８の収納室８５内で
の装飾部材７のずれ動きを確実に防ぐことが可能となる。
【００３４】
　また、外装ケース８の収納室８５内に収納される装飾部材７は、様々な形状、大きさの
ものから構成され、容器本体３の頂部の形状も平坦、湾曲して構成されるが、本考案にお
いては、容器本体３、装飾部材７の形状についてはクッション体５が変形することによっ
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て容易に対応でき、装飾部材７の大きさについては安価なクッション体５の厚みを替える
のみで対応できる。このため、本考案においては、容器本体３や、装飾部材７の形状につ
いての自由度が向上することとなる。
【００３５】
　また、本考案における装飾部材７は、平面視において略正方形状をなして形成されるク
ッション体５の上面に載置されることから、座布団の上に載っているような視覚効果が得
られ、装飾性に優れたものとなっている。
【００３６】
　なお、クッション体５は、その形状について特段限定するものではない。また、クッシ
ョン体５は、不織布から構成される場合に限定するものではなく、弾性を有する天然ゴム
、合成ゴム、天然樹脂又は合成樹脂等から構成されていてもよい。
【００３７】
　容器本体３及び外装ケース８を構成する合成樹脂としては、例えば、ポリオレフィン系
樹脂、スチレン系樹脂、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂及びポリアミド系樹脂が挙
げられるが、公知の合成樹脂であれば特に限定するものではない。また、容器本体３及び
外装ケース８を構成する合成樹脂は、透明、不透明、半透明の何れでもよく、更に、無色
、有色の何れでもよいし、着色されていてもよい。
【００３８】
　容器本体３及び外装ケース８は、例えば、樹脂シートを熱成形することによって成形さ
れるが、その成形方法については公知の合成樹脂の成形方法であれば特に限定するもので
はない。容器本体３及び外装ケース８の成形方法としては、この他に、射出成形法、ブロ
ー成形法等が挙げられる。また、容器本体３の各部位における肉厚は、一定であっても、
部位に応じて変化させてもよい。これは、容器本体３の外形と内形の輪郭が略同一でなく
ともよいことを意味している。
【００３９】
　また、本考案において、飾り紐９は必須の構成とはならず、飾り紐９を設けないことと
してもよい。また、飾り紐９の代替として、装飾性を向上させるためのシールを外装ケー
ス８や容器本体３の側部表面に貼り付け、このシールの表側の向きと装飾部材７の向きと
が対応した向きになるよう調整されていてもよい。これにより、鏡餅飾り１の装飾性の点
から相乗効果が得られ、一層装飾性に優れた鏡餅飾り１が得られる。なお、このシールは
、例えば、鏡餅飾り１の販売を促進するようなメッセージや絵柄が表面にプリントされた
ものが挙げられる。
【００４０】
　因みに、このシールは、鏡餅飾り１の品質について表示する記載がその表面にプリント
されたものであってもよい。この場合、装飾部材７の前面の向きと、シールの表面側の向
きとが逆方向となるよう調整することになる。これにより、鏡餅飾り１の販売時において
、鏡餅飾り１の装飾性を損なう恐れのある品質を表示したシールが、鏡餅飾り１の前面側
から購入者が視認できないこととなり、鏡餅飾り１全体の装飾性を損なわずに、その品質
を鏡餅飾り１の購入者に伝達することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本考案を適用した鏡餅飾りの斜視図である。
【図２】本考案を適用した鏡餅飾りの分解斜視図である。
【図３】本考案を適用した鏡餅飾りの横断面図である。
【図４】（ａ）は外装ケースの構成を示す横断面図であり、（ｂ）は容器本体３の構成を
示す横断面図である。
【図５】外装ケースの収納室内に配置される装飾部材の状態を示す拡大横断面図である。
【図６】従来から提案されている鏡餅飾りの構成を示す斜視図である。
【図７】従来から提案されている鏡餅飾りの構成を示す横断面図である。
【符号の説明】
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【００４２】
１　　　　鏡餅飾り
３　　　　容器本体
４　　　　餅
５　　　　クッション体
７　　　　装飾部材
８　　　　外装ケース
９　　　　飾り紐
３１　　　底部
３３　　　頂部
３５　　　つば部
３７　　　くびれ部
４１　　　蓋シール
４５　　　湾曲突出部
８１　　　ケース上部
８３　　　ケース下部
８５　　　収納室
８５ａ　　内壁面
８７　　　くびれ部
９１　　　結び目
１００　　鏡餅飾り
１０３　　容器本体
１０４　　餅
１０７　　装飾部材
１０８　　外装ケース
１０８ａ　収納室
１０９　　飾り紐
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